
西
 
暦
 

一
五
九
一
 

一
五
九
一
一
 

一
五
九
七
 

ニ
ハ
〇
〇
 

一
」ハ
〇
三
 

一
六
一
一
 

一
六
一
四
 

年
号

天
正
一
九

文
禄
元

慶
長
一
一
 

慶
長
五
 

慶
長
八
 

慶
長
十
六
 

慶
長
十
九
 

 

一
六
八

一
 

一
六
八
七
 

 

延
宝
九

貞
享
四
 

一
六
九
ニ
ー
九
五

元
禄
年
間
 

一
六
九
四
 

元
禄
七
 

一
六
九
八

ー
 

元
禄
十
一
 

一
七
〇
五
 
宝
永
一
一
 

一
七
〇
五
 

一
六
九
八
 

元
禄
十
一
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一
五
五
八

ー
六

一
万
治
寛
文
 

年
間
 

一
五
五
九
 

万
治
一
一
 

一
」ハ
六
四
 

寛
文
四
 

一
六
六
八
 

一
六
七
一
一

一
六
七
五
 

一
六
八
〇
 
 

寛
文
八
 

寛
文
十
一
一

延
宝
三
 

延
宝
八
 

記
 

事
 

一
五
三
石
一
斗
 

興
宗
大
谷
金
竜
山
南
台
寺
休
西
坊
生
玉
 

角
兵
衛
開
基
 

文
禄
の
役
、
秀
吉
朝
鮮
侵
攻
、
津
軽
為
 

信
九
州
へ
出
陣
 

為
信
が
津
軽
を
統

一
し
た
。
 

津
軽
六
郡
と
平
賀
、
花
輪
、
田
舎
の
三
 

郡
に
攻
め
た
。
 

慶
長
の
役
 

秀
吉
再
び
朝
鮮
侵
攻
 

関
ケ
原
の
戦
い
、
津
軽
為
信
東
軍

（
家
 

康
方
）
に
参
加
 

江
戸
幕
府
を
開
く
、
徳
川
家
康
征
夷
大
 

将
軍
と
な
る
 

二
代
藩
主
津
軽
信
枚
、
弘
前
築
城
に
あ
 

た
り
津
軽
地
方
の
諸
宗
寺
院
を
弘
前
に
 

移
転
さ
せ
る
。
 

四
月
京
都
大
阪
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
、
 

津
軽
流
罪
と
決
る
 

五
月
二
一
日
 
敦
賀
出
航
 

六
月
十
七
日
 
一
行
津
軽
の
「
同
地
に
 

つ
い
た
」
 
 

記
 

事
 

鯵
ケ
沢
湊
着
か

（
日
本
史切
支
丹
宗
門
 

史
）
 

無
格
社
蒔
田
金
比
羅
宮
勧
請
と
伝
わ
る
 

津
軽
領
下
の
切
地
帯
に
降
灰
あ
り
、
田
 

地
荒
廃
す
る
 

同
地
開
発
者
を
侍
に
取
立
て
、
新
知
士
 

と
称
す
る
（
津
軽
編
覧
日
記
）
 

正
月
三
日
大
雪
、
五
日
東
風
灰
降
る
。
 

下
の
切
と
は
、
今
の
飯
詰
村
よ
り
下
を
 

い
う
。
 

嘉
瀬
稲
荷
神
社
再
建
、
創
建
年
代
不
明
 

村
社
嘉
瀬
磯
崎
神
社
再
建
さ
る
 

鎖
国
令
、
海
外
渡
航
禁
止
、
海
外
に
い
 

る
日
本
人
帰
国
禁
止
 

大
船
建
造
禁
止
 

津
軽
領
大
凶
作
、
十
八
年
・
十
九
年
も
 

大
凶
作
 

飢
謹
が
続
き
餓
死
者
多
数
 

曹
洞
宗
金
木
山
雲
祥
寺
繁
翁
茂
和
尚
開
 

基
 

幕
府
諸
国
に
御
村
高
帳
、
国
給
図
の
作
 

西
 
暦
 
年
号
 

一
六
一
五
ー
一
三
 
元和
年
間
 

一
六
一
八
 

元
和
四
 

一
六
二
八
 

寛
永
五
 

一
」ハ
三
三
 

寛
永
一
〇
 

一
六
三
五
 

寛
永

二
一
 

一
」ハ
四
〇
 

寛
永
十
七
 

一
」ハ
四
五
 

正
保
一
一
 

成
を
下
命
 

津
軽
藩
領
内
知
行
高
を
幕
府
へ
報
告
 

嘉
瀬
村
五
五
石
八
斗
、
小
田
川
村
二
六
 

石
六
斗
、
中
柏
木
村
 
四
石
一
斗
、
川
 

口
村
十
三
石
（
現
蒔
田
）
と
文
献
に
記
 

録
あ
る
。
 

無
格
社
喜
良
市
円
生
川
上
神
社
勧
請
と
 

伝
わ
る
 

別
社
金
木
神
明
宮
再
建
さ
る
 

四
代
信
政
が
古
来
の
一
郡
に
復
し
、
更
 

に
今
ま
で
の
三
郡
の
境
界
を
、
そ
の
ま
 

ま
、
平
賀
、
鼻
和
、
田
舎
の
三
庄
に
改
 

め
た
。
 

平
賀
、
鼻
和
の
庄
は
四
遣
 

田
舎
庄
は
 

七
遣
 

十
六
遣
 

五
所
川
原
新
田
 

五
遣
 

村
社
川
倉
三
柱
神
社
勧
請

（
正
保年
間
 

一
六
四
四
ー
四
七
）
の
説
も
あ
り
 

村
社
喜
良
市
立
野
神
社
再
建
さ
る
 

弘
前
藩
士
林
源
左
工
門
「
嘉
清
」
を
 

開
墾
し
て
藩
主
信
政
よ
り
賞
詞
せ
ら
る
 

（
一
統誌
）
 

別
社
不
動
林
「
不
動
宮
」
今
須
村
よ
り
 
 

遷
座
 

別
社
金
木

「愛
宕
宮
」
再
建
な
る
。
 

村
落
の
分
合
を
行
い

「
遣
」
と

「
組
」
 

と
改
め
、
二
五
組
に
し
た
。
平
賀
庄
を
 

六
組
、
鼻
和
庄
四
組
、
田
舎
庄
十
五
組
 

に
す
る
。
 

元
禄
の
凶
作
・
餓
死
者

一
〇
万
余
人
 

浄
土
宗
朝
日
山
照
蓮
院
浄
頓
法
師
開
創
 

津
軽
四
代
藩
主
信
政
 
津
軽
新
田
開
発
 

金
木
、
嘉
瀬
両
八
幡
宮
、
新
田
開
拓
の

祈
祷
所
と
な
る
。
 



ケ
ガ
ジ
と
 

治
 

戦
さ
と
 

菖
 

石
高
と
 

田
 

原
 

で
ご
飯
に
、
ジ
ャ
ガ
芋
、
シ
グ
サ
等
を
入
れ
混
ぜ
て
炊
き
上
げ
る
の
だ
が
、
 

そ
の
名
は
ジ
ュ
ウ
シ
ケ
と
呼
ば
れ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。
ジ
ュ
ウ
シ
ケ
の

ケ
は
粥
の
こ
と
で
ケ
ガ
ジ
用
の
ご
飯
と
い
わ
れ
、
冬
の
間
中
食
べ
さ
せ
ら

れ
、
遊
び
盛
り
の
子
供
に
は
腹
持
ち
が
よ
く
な
か
っ
た
o
 

江
戸
時
代
の
百
姓
は
ケ
ガ
ジ
に
遭
え
ば
死
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ケ
ガ
ジ
に
対
す
る
知
恵
が
な
い
の
か
、
年
貢
に
よ
る
搾
取
が
激
し

い
の
か
、
そ
れ
と
も
平
時
の
生
活
が
あ
ま
り
に
貧
し
い
た
め
な
の
か
、
鴬

政
者
の
規
制
が
普
段
か
ら
多
岐
に
わ
た
っ
て
締
め
付
が
強
い
の
か
、
百
姓

但
但
で
多
少
な
り
と
も
食
糧
を
備
蓄
す
る
習
性
が
な
い
の
か
、
備
蓄
を
禁

止
さ
れ
て
い
る
の
か
、
大
ケ
ガ
ジ
に
遭
え
ば
痩
せ
衰
え
て
発
れ
て
い
く
の

だ
。
 

私
達
の
年
代
で
ケ
ガ
ジ
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
五
年
、
平
成
五

年
、
平
成
十
五
年
と
三
回
で
何
だ
か
五
の
つ
く
年
が
厄
を
担
ぐ
み
た
い
で

絃
が
悪
い
。
 

平
成
十
五
年
の
不
作
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
金
木
地
区
は
五
分
作
で
、
七

月
の
二
十
六
、
二
十
七
日
の
東
風
の
冷
気
に
よ
っ
て
穂
季
期
の
稲
が
被
害

を
受
け
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
稲
の
生
育
が
進
ん
だ
ほ
ど
被
害
か
大
き
く

五
月
二
十
二
日
か
ら
六
月
五
日
頃
ま
で
に
遅
植
し
た
稲
は
平
年
作
に
近
い

収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
稲
作
に
つ
い
て
何
か
暗
示
を
与
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

ケ
ガ
ジ
に
な
っ
て
も
今
日
の
制
度
か
ら
い
っ
て
共
済
組
合
に
よ
る
保
険

制
度
が
確
立
し
運
用
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
程
度
所
得
の
保
障
で
救
わ
れ
る

か
ら
助
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
で
は
大
正
二
年
の
ケ
ガ
ジ
も
百
姓
は
 

題
名
の
よ
う
に
三
つ
の
項
目
を
あ
げ
て
記
録
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も

範
囲
が
広
く
て
掴
み
切
れ
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
三
つ
に
関
連
性
の

あ
る
と
こ
ろ
だ
け
記
し
て
い
き
た
い
。
ケ
ガ
ジ
と
戦
は
率
直
に
言
っ
て
人

が
死
ぬ
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
戦
国
時
代
や
、
江
戸
時
代

の
ケ
ガ
ジ
は
大
多
数
の
人
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

ま
ず
ケ
ガ
ジ
の
こ
と
だ
が
平
成
十
五
年
も
不
作
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今

の
日
本
で
は
一
年
や
二
年
の
ケ
ガ
ジ
で
は
人
が
飢
え
て
死
ぬ
こ
と
は
先
ず

な
い
。
貿
易
の
発
達
に
よ
っ
て
食
糧
を
輸
入
し
た
り
援
助
を
受
け
ら
れ
る

構
造
が
し
っ
か
り
と
確
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
世
界
的
な
規
模

で
ケ
ガ
ジ
に
な
れ
ば
話
は
別
だ
が
今
の
と
こ
ろ
は
大
丈
夫
で
あ
る
。
 

働
く
に
働
け
ず
、
お
金
が
な
く
て
餓
死
す
る
人
が
今
で
も
日
本
の
国
で

表
面
に
表
れ
た
だ
け
で
四
十
人
は
あ
る
と
い
う
。
し
か
も
若
い
人
が
多
い

と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
論
外
と
し
て
、
現
代
で
は
も
し
仮
に
穀
物
の
収

穫
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
流
通
機
構
が
充
実
し
て
い
る
し
、
食
に
対

す
る
知
識
が
豊
富
な
る
が
故
に
単
年
度
に
お
い
て
は
耐
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
江
戸
時
代
で
は
生
活
規
模
の
態
様
が

一
度
悪
く
作

用
す
る
と
、
本
来
の
機
能
が
麻
陣
し
て
、
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
階

層
か
ら
バ
タ
バ
タ
と
艶
れ
て
い
く
の
だ
。
 

と
こ
ろ
で
ち
ょ

っ
と
不
思
議
に
思
う
の
は
明
治
以
前
に
お
い
て
は
穀
物

を
生
産
す
る
立
場
に
あ
る
百
姓
が
ケ
ガ
ジ
に
遭
う
と
イ
の
一
番
に
死
の
洪

水
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
戦
中
戦
後
の
あ
の
食
糧
難
、
進

駐
軍
を
利
用
し
た
叩
き
完
納
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て

も
百
姓
で
餓
死
し
た
人
は
な
か
っ
た
。
敗
戦
の
年
、
昭
和
二
十
年
は
不
作
 

悲
惨
で
あ
っ
た
と
い
う
。
金
木
村
芦
野
の
老
農
家
夫
婦
は
二
町
四
反
の
田

か
ら
の
収
穫
は
わ
ず
か
四
俵
し
か
採
れ
な
か
っ
た
と
い
う

o
ケ
ガ
ジ
米
は

未
熟
米
ば
か
り
で
食
べ
て
も
お
い
し
く
な
い
も
の
な
の
だ
。
嘉
瀬
で
は
刈

取
る
こ
と
な
く
放
棄
さ
れ
た
田
圃
は
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
品
種
に
よ
っ

て
収
穫
の
差
位
が
大
き
く
現
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
品
種
の
名
前
を

列
し
て
み
れ
ば
次
の
別
表
に
な
る
。
 

江戸時代と明治の代に使われた千歯扱、稲の脱穀に使用しに 

五
色
 

×
辛
抱
 

×
鬼
鹿
毛
  

×
長
 
尾
  

×
仙
台
坊
主
 

赤
 
嬬
 
黒
 

嬬
 
細
 
程
 
鎌
 

稲
 
沖
 

立
 

土
用
早
生

嘉
瀬
早
生

細
程
早
生
 

金
 
木

村
 

脹
 

金
木

地
区

の
作
付
品

種
  

x x x 
赤 黒 五 相 仙 

色 馬 台 
嬬 嬬 	坊 

主 

辛 
抱 

晩 細 轟
細 稗 習
程 早 差

生 一 

嘉

瀬

村
 

てフ 

印 
結 
纂 
作 

嬬 仙 
台 
坊 
主 

五 細 相 鬼 世
稗 馬 鹿 界

色 早 早 毛 一
生 生 

細 
程 
坊 
主 

× 
五 辛 細 

色 抱 程 

喜
良

市
村
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大
正
二
年
の
大
凶
作
と
い
え
ば
富
山
県
の

一
漁
村
の
主
婦
た
ち
が
米
よ

こ
せ
で
騒
ぎ
だ
し
た
動
き
が
全
国
的
に
広
が
り
一
大
米
騒
動
に
発
展
し
た

記
録
に
残
る
凶
作
の
年
で
あ
っ
た
。
 

大
正
二
年
に
金
木
地
区
に
て
作
付
さ
れ
た
品
種
に
つ
い
て
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
気
に
か
か
る
の
は
、
金
木
と
嘉
瀬
で
植
付
さ

れ
て
い
る
嘉
瀬
早
生
と
い
う
品
種
の
こ
と
で
あ
る
。
品
種
と
い
う
も
の
は

そ
の
種
を
編
み
出
し
た
人
か
、
地
域
の
名
を
命
名
す
る
こ
と
が
往
々
に
し

て
あ
る
も
の
だ
か
ら
嘉
瀬
と
い
う
苗
字
の
人
か
、
嘉
瀬
村
の
誰
か
が
創
り

だ
し
た
品
種
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
皆
無
作
で
は
な
く
金

木
で
三
分
作
、
嘉
瀬
で
四
分
作
と
好
成
績
を
残
し
て
い
る
の
は
お
も
し
ろ

い
現
象
で
あ
る
。
 

米
に
お
け
る
稲
の
品
種
は
明
治
時
代
初
期
に
は
日
本
全
国
で
四
、
〇
〇

〇
を
越
え
て
い
た
品
種
も
い
ま
で
は

一
五
〇
を
越
え
る
程
度
に
落
ち
込
ん

で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
 

ケ
ガ
ジ
と
云
え
ば
、
か
た
り
べ
で
も
何
回
と
な
く
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
天
明
三
年

（
一七
入
三
）
の
悲
惨
な

こ
の
世
の
地
獄
は
、
餓
死

者
が

一
〇
万
二
千
人
、
死
に
絶
え
た
家
屋
が
三
万
五
千
余
軒
、
他
国
行

八
万
余
人
、
病
死
者
三
万
余
者
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
享
保
十
三
年
 

（
一
七
二
八
）
の
検
地
の
時
、
天
明
三
年
の
ケ
ガ
ジ
の
五
十
五
年
前
の
こ

と
だ
が
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
、
中
柏
木
、
小
田
川
の
各
村
の
平
均
家
族
数
は

六
二
人
で

あ
り
、
津
軽
藩
内
に
お
け
る
各
村
の
家
族
数
も
似
た
も
の
と

類
推
で
き
ま
す
の
で
死
に
絶
え
た
家
屋
が
三
万
五
千
余
だ
か
ら
、
六
・
一

倍
で
二
十
一
万
三
千
五
〇
〇
人
と
な
り
、
餓
死
者
と
病
死
者
、
他
国
行
を
 
 

合
わ
せ
て
二
十
一
万
二
千
余
人
と
な
っ
て
、
死
に
絶
え
た
家
屋
の
人
数
と

同
じ
に
な
る
の
は
ケ
ガ
ジ
に
よ
る
死
者
の
数
は
誇
張
で
は
無
く
真
実
の
記

録
で
あ
る
の
だ
。
金
木
、
木
造
新
田
、
赤
田
、
広
田
の
百
姓
の
一
〇
、
〇

〇
〇
人
が
秋
田

へ
離
散
し
た
と
あ
る
が
、
果
た
し
て
最
後
ま
で
生
き
な
が

ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
 

「
天明
三
年
十
二
月
六
日
金
木
村
、
金
助
と
申
す
者
上
在
よ
り
籾
一
駄

調
候
面
帰
候
所
、
中
柏
木
に
而
盗
賊
四
、
五
人
出
候
而
右
金
助
打
殺
籾
並

衣
類
を
剥
取
候
。』
 

こ
の
文
か
ら
天
明
三
年
は
金
木
地
方
で
ケ
ガ
ジ
で
あ
っ
て
も
ど
こ
か

で
未
熟
粒
の
籾
で
も
収
穫
で
き
た
地
域
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
前
年

の
備
蓄
の
籾
が
手
に
入
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
明
二
年
も
半
作

と
あ
る
か
ら
よ
ほ
ど
の
親
類
筋
か
ら
や
つ
と
調
達
し
て
き
た
の
だ
が
中
柏

木
地
内
の
所
で
盗
賊
四
、
五
人
に
よ
っ
て
殴
打
さ
れ
殺
さ
れ
た
の
ち
籾
と

衣
類
が
剥
ぎ
取
ら
れ
た
こ
と
の
記
録
で
あ
る
が
ま
こ
と
に
残
忍
な
話
で
あ

る
。

一
駄
と
は
馬
の
背
中
に
乗
せ
る
分
で
二
俵
の
量
で
あ
る
が
、
も
う
こ

の
年
は
一
〇
月
か
ら
餓
死
者
が
で
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
 一
駄
と
い
っ
て

も
痩
せ
馬
の
背
中
に
乗
せ
る
こ
と
だ
か
ら
八
十
キ

ロ
位
の
籾
で
あ
ろ
う
。
 

そ
れ
が
も
う
一
里
で
家
族
の
待
っ
て
い
る
家
へ
帰
り
着
く
こ
と
が
で
き

た
の
に
無
念
の
極
み
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
盗
賊
が
中
柏
木
村

の
居
住
者
か
、
他
村
者
か
は
判
別
で
き
な
い
が
、
食
に
対
し
て
気
が
荒
ん

で
い
れ
ば
だ
れ
が
追
剥
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
時
節
で
あ
っ
た
の

だ
。
 

稲
作
は
縄
文
晩
期
に
伝
授
さ
れ
た
と
い
う
が
遠
い
昔
の
古
代
は
さ
て
お
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い
て
江
戸
時
代
の
人
口
と
米
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
。
 

江
戸
時
代
の
単
位
の
モ
ノ
サ
シ
は
非
常
に
換
算
し
易
く
、
米

一
石
は

老
若
男
女
合
せ
て

一
年
間
に
消
費
す
る
米
の
平
均
量
で
あ
る
。
米

一
石
 

は
今
の
一
五
〇
キ
ロ
で
、
現
在
消
費
し
て
い
る
一
人
当
り
の
米
量
の
一
一

人
半
に
相
当
す
る
の
だ
が
、
成
人
の
働
き
盛
り
の
人
は

一
・八
石
の
米
を

消
費
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

一
反
歩
か
ら
の
米
の
収
量
は

一
石
で
、

一

年
に
消
費
す
る
米
も
一
人
で
一
石
、
そ
し
て

一
石
は
金
銭
に
換
算
し
て
一

両
と
実
に
換
算
し
ゃ
す
く
で
き
て
い
る
。
現
在
仮
に

一
日
一
合
の
米
飯

を
食
べ
る
と
す
る
と
、
 一
年
で
は
五
四

・七
五
キ
ロ
で
も
う
少
し
食
べ
る

と
六
十
キ

ロ
、
 一
俵
に
な
る
の
だ
。
ま
た

一
日
三
合
の
米
を
消
費
す
る

と
、
 一
六
四
・
二五
キ
ロ
で
一
石
以
上
の
消
費
に
な
る
の
だ
。
食
べ
る
量

の
こ
と
は
わ
か
っ
て
も
そ
れ
で
は

一
反
歩
と
い
う
土
地
の
広
さ
は
耕
作
者

は
だ
い
た
い
目
測
で
わ
か
る
が
、
そ
う
で
な
い
人
に
は
わ
か
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が

一
反
歩
が
三
六
〇
坪
で
収
量
が

一
石
と
す
れ
ば

一
年
は
三
六
五
日

だ
か
ら
約
一
坪
か
ら
の
収
量
で

一
日
分
と
し
て
食
べ
て
い
る
の
だ
。
江
戸

時
代
と
今
を
通
し
て
も

一
坪
と
い
え
ば
だ
れ
で
も
が
頭
に
描
く
こ
と
が
で

き
る
し
、
 一
反
歩
は

一
坪

e三
六
〇
倍
の
面
積
だ
と
分
か
れ
ば
み
ん
な
納

得
す
る
の
だ
。
江
戸
時
代
の
働
き
盛
り
の
成
人

一
・
八石
の
消
費
は

一
日

五
合
と
ち
ょ
っ
と
の
量
で
そ
ん
な
に
多
い
量
で
は
な
い
。
昭
和
二
十
年
代

ま
で
は
働
く
大
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
伸
び
盛
り
の
十
代
の
子
供
を
含
め

て
五
合
の
米
は
食
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
血
気
の
若
者
に
至
っ
て
は
一
升

飯
を
平
ら
げ
る
人
は
ざ
ら
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
食
べ
て
も
脂

肪
に
よ
る
腹
膨
れ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

津
軽
藩
で
天
明
三
年
は
目
を
覆
う
ば
か
り
の
ケ
ガ
ジ
に
な
っ
た
が
、
天

明
元
年
に
は
稲
に
実
が
入
ら
な
い
青
作
、
ま
た
天
明
二
年
は
半
作
で
あ
っ

た
が
、
藩
に
お
け
る
時
の
参
政

（
執
政
の
次
に
位
し
政
治
に
参
与
す
る

職
で
俗
に
若
年
寄
）
大
谷
津
七
郎
は
衆
議
に
か
け
る
こ
と
な
く
、
御
倉

米
や
、
百
姓
か
ら
無
理
に
取
り
上
げ
た
米
を
天
明
三
年
の
春
に
大
阪
廻
し

二
十
万
俵
、
江
戸
御
廻
米
二
十
万
俵
を
輸
出
し
た
の
だ
。
従
っ
て
領
内
の

備
蓄
米
は
皆
無
と
な
り
天
明
三
年
の
十
月
に
は
餓
死
者
が
続
出
し
た
の
で

あ
る
。
歴
史
に
は
も
し
と
い
う
言
葉
は
禁
句
ら
し
い
が
輸
出
さ
れ
た
米
が

半
分
で
も
残
っ
て
い
れ
ば
領
民
、
と
り
わ
け
百
姓
は
冬
を
越
す
こ
と
だ
け

は
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
冬
を
越
せ
ば
草
木
も
伸
び
る
か
ら
何
と
か

な
る
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
津
軽
藩
と
し
て
も
借
財
が
か
さ
み
十
五
万
両
と

い
う
大
金
だ
が
喉
か
ら
手
が
で
る
よ
う
に
必
要
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
 人

と
ラ
イ
オ
ン
が
同
じ
 

江
戸
時
代
に
は
日
本
の
人
口
が
二
千
万
人
と
計
算
さ
れ
て
い
る
。
徳
川

幕
藩
制
三
百
年
と
い
わ
れ
る
が
実
際
に
は
二
百
六
十
年
余
で
、
人
口
は
殖

え
な
か
っ
た
。
人
口
が
殖
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
出
生
児
が
あ
っ
て
も
育

た
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
江
戸
時
代
と
云
え
ば
津
軽
藩
も
含
ま
れ
ま

す
が
、
五
歳
ま
で
に
生
き
ら
れ
る
の
は
た
っ
た
の
二
割
で
あ
っ
た
と
い
う

o
 

こ
れ
は
上
層
階
級
、
下
層
階
級
と
問
わ
ず

一
〇
人
産
ん
で
も
二
人
し
か
生

存
で
き
る
力
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
ラ
イ
オ
ン
は
百
獣
の
王
と

云
わ
れ
て
も
成
獣
に
な
る
ま
で
は
二
割
し
か
生
き
残
れ
な
い
か
ら
だ
。
大
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人
の
ラ
イ
オ
ン
に
な
る
ま
で
に
は
他
の
肉
食
獣
に
喰
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
人
の
場
合
は
疾
病
や
栄
養
不
足
等
で
五
歳
で
二
割
だ
か
ら
大
人

に
な
る
ま
で
は
二
割
を
切
っ
て
、
ラ
イ
オ
ン
よ
り
生
存
率
が
落
ち
る
こ
と

に
な
る
。享
保
の
時
代
に
嘉
瀬
近
辺
の
四
つ
の
村
の
平
均
家
族
数
は
六
・
一

人
で
、
平
均
耕
作
反
別
は
一
町
五
反
で
、
働
く
人
が
最
低
で
も
三
人
は
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
従
っ
て
一
戸
の
中
で
の
子
供
の
占
め
る
割
合
は
多
く

て
三
人
普
通
は
二
人
だ
か
ら
人
ロ
が
目
に
見
え
て
殖
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
o
私
達
の
先
祖
の
例
で
も
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
日
本
全
国
江
戸
時

代
は
人
口
が
殖
え
な
か
っ
た
の
は
事
実
で
、
殖
え
た
と
し
て
も
微
増
で
、
 

だ
か
ら
こ
そ
鎖
国
を
し
て
も
徳
川
幕
府
は
持
ち
堪
え
る
こ
と
で
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

戦
は
い
つ
の
時
代
で
も
人
間
社
会
の
最
大
の
悲
劇
で
あ
る
が
、
 一
〇
〇

年
間
も
続
い
た
戦
国
時
代
は
よ
く
も
ま
あ
あ
ち
こ
ち
で
戦
の
名
の
も
と
に

殺
し
あ
い
が
続
い
た
も
の
で
あ
る
。
武
力
の
強
い
者
が
力
の
弱
い
者
を
ね

じ
伏
せ
る
の
だ
。
戦
の
主
力
は
武
士
で
あ
る
が
、
武
士
と
し
て
主
君
の
た

め
に
闘
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
敵
を
発
す
て
領
地
を
奪
え
ば
恩
賞
と
し

て
土
地
を
貰
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
土
地
、
即
ち
領
地
は
た
だ

の
荒
地
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に
人
が
住
み
何
か
を
生
産
す
る
手
段
を

持
っ
て
い
る
場
所
の
こ
と
で
、
米
、
木
材
、
織
り
物
、
魚
等
、
生
活
物
資

が
産
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
物
資
を
「
租
」
 
の
形
で取
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
租
と
傭
を
自
由
に
支
配
でき
る

こ
と
は
他
に
比
し
て
生
活
が
豊
か
に
な
り
自
分
の
栄
華
を極
め
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
 

で
六
十
二
俵
の
炊
き
飯
と
は
想
像
す
る
こ
と
さ
え
ち
ょ
っ
と
で
き
な
い
o
 

戦
国
時
代
に
は
日
本
国
中
武
士
だ
ら
け
の
よ
う
に
見
え
る
が
以
上
の
よ

う
に
九
割
が
武
士
以
外
の
人
達
で
戦
闘
の
構
成
を
成
し
て
い
た
o
戦
い
は

私
達
が
今
思
う
よ
り
呑
気
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
o
 

そ
れ
で
は
江
戸
時
代
に
は
武
士
が
い
く
ら
い
た
の
だ
ろ
う
か
o
そ
れ

は
一
万
石
に
対
し
て
二
五
〇
人
の
割
で
武
士
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
か
ら

一
万
石
以
上
の
領
地
を
録
領
し
て
い
れ
ば
大
名
と
呼
ば
れ

一
万
石
以
下
は

旗
本
と
呼
ば
れ
た
が
、
旗
本
は
徳
川
家
独
自
の
家
臣
の
こ
と
だ
が
こ
れ
ら

旗
本
に
与
え
ら
れ
て
い
た
領
地
は
天
領
と
い
う
名
で
通
っ
て
い
た
o
天
領

は
北
海
道
を
除
く
日
本
全
国
に
散
在
し
て
い
た
。
 

江
戸
時
代
の
人
口
が
二
千
万
人
、
そ
の
う
ち
武
士
の
人
口
が
五
％
ー
 

六
％
、
町
民
が
五
％
と
云
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
武
士
が
五
％
で
一
〇
〇
万

人
、
六
％
で
は

一
二
〇
万
人
、町
民
は
一
〇
〇
万
人
で
あ
る
。
 

武
士
と
町
民
を
合
せ
て
一
割
余
で
二
〇
〇
万
人
余
で
あ
と
は
主
に
百
姓

で
あ
る
。
日
本
全
国
で
米
の
生
産

一
、八
〇
〇
万
石
、
雑
穀
四
〇
〇
万
石

で
合
せ
て
二
二
〇
〇
万
石
は
平
年
作
で
は
あ
り
余
る
ほ
ど
の
生
産
高
で
あ

る
。
 

徳
川
将
軍
家
の
石
高
は
ふ
つ
う
八
〇
〇
万
石
と
い
う
が
そ
の
半
分
は
旗

本
に
与
え
ら
れ
て
い
た
。
 

徳
川
家
の
天
領
以
外
の
収
入
源
、
四
〇
〇
万
石
は
、
五
公
五
民
の
年
貢

と
し
て
も
二
〇
〇
万
石
、
二
百
万
両
に
な
る
の
だ
。
二
、二
〇
〇
万
石
の

う
ち
、
八
〇
〇
万
石
は
徳
川
将
軍
家
の
も
の
と
し
て
、
残
り
一
、四
〇
〇

万
石
が
各
藩
の
録
高
に
な
る
の
で
あ
る
。
藩
の
な
か
で
も
加
賀
藩
は
一
〇
 

も
ち
ろ
ん
主
君
の
馬
の
忠
誠
心
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
自
己
の
利

益

（
役
と
緑
高
）
の予
約
が
約
東
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
武
士
と

て
命
を
か
け
て
戦
う
阿
呆
は
一
人
も
い
な
い
だ
ろ
う
。
 

よ
く
戦
国
物
語
に
武
田
信
玄
方
何
千
、
上
杉
謙
信
方
何
千
と
闘
う
武
士

の
人
数
を
現
わ
し
て
い
る
が
、
果
し
て
こ
れ
だ
け
の
武
士
が
集
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
実
際
は
ほ
ん
と
う
の
武
士
、
つ
ま
り
戦
闘
員
は

一
割
し
か
な

か
っ
た
と
い
う
。
あ
と
の
九
割
は
百
姓
、
町
人
な
ど
を
狩
り
集
め
た
戦
闘

援
護
者
な
の
だ
。
 

百
姓
を
集
め
る
と
な
る
と
ど
う
し
て
も
農
繁
期
を
避
け
て
戦
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
事
実
武
田
に
し
て
も
上
杉
に
し
て
も
百
姓
の
忙
し
く
な
い

時
期
を
見
計
ら
っ
て
闘
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
武
士
は
武
士
だ
か
ら
戦
闘

死
し
て
当
然
か
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
全
く
違
っ
た
見
方
で
何
よ

り
も
死
を
恐
れ
た
と
い
う
。
武
士
で
さ
え
戦
い
の
最
中
で
も
自
己
の
身
の

安
全
を
第
一
義
と
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
五
分
と
五
分
の
力
で
対
時
し

て
も
、
百
姓
を
交
え
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
弾
み
で
総
崩

れ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
れ
で
も
命
が
惜
し
く
死
を
恐
れ
る
か
ら
逃
げ

散
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
と
い
う
。
 

居
城
の
戦
な
ら
食
糧
の
蓄
え
が
あ
る
か
ら
互
角
の
戦
力
で
あ
れ
ば
一
月

や
、
ふ
た
月
は
持
ち
応
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
野
営
の
戦
闘
は
ま
ず
闘
う

よ
り
も
食
糧
の
確
保
で
あ
る
。
戦
闘
地
域
に
お
い
て
現
地
調
達
も
ま
ま
な

ら
ず
、
戦
闘
食
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
五
千
の
兵
の
食
の
支
度
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
兵

一
人
五
合
の
消
費
と
し
て
五
千
の
兵
で
あ
れ

ば

一
日
二
十
五
石
の
米
が
必
要
で
、
鍋
や
、
蒔
、
水
等
が
是
非
と
も
必
要
 

〇
万
石
で
す
か
ら
、
天
領
を
除
く
徳
川
家
の
四
分
の
ー
に
あ
た
り
栄
耀
栄

華
を
極
め
た
藩
公
に
違
い
な
い
。
 

一
万
石
以
下
か
ら
五
〇
〇
石
取
り
ま
で
旗
本
で
、
そ
の
下
は
御
家
人
と

い
う
。
云
っ
て
み
れ
ば
旗
本
御
家
人
は
幕
府
直
属
の
親
衛
隊
で
、
俗
に
講

談
な
ど
で
旗
本
八
万
騎
な
ど
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、
か
り
に
旗
本
、
御
家

人
八
万
人
あ
っ
た
と
す
れ
ば
一
人
五
〇
石
と
し
て
四
〇
〇
万
石
と
な
り
、
 

講
談
で
語
ら
れ
て
い
る
旗
本
の
数
は
そ
ん
な
に
外
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
御
家
人
に
よ
く
あ
る
三
十
俵
二
人
扶
持
の
役
と
は
二
人
の
僕
を
傭
う

こ
と
が
で
き
る
身
分
で
、
一
人
扶
持
と
は

一
日
五
合
の
米
が
支
給
さ
れ
る

と
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
御
家
人
の
給
与
は
扶
持
米
を
入
れ
て
満
額
支
給

さ
れ
て
も
十
五
石
余
で
、
五
石
を
自
家
消
費
し
て
あ
と
の
一
〇
石
は
販
売

し
て
換
金
で
き
る
の
だ
が
、
一
〇
両
で
一
年
の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
は

大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
。
天
領
は
全
国
的
に
散
在
し
て
い
る
の
で
江
戸
時
代

も
中
期
に
さ
し
か
か
る
と
、
天
領
の
年
貢
は
現
物
と
金
と
両
方
で
む
し
ろ

金
納
の
方
が
多
く
な
っ
た
が
、
金
納
だ
と
豊
作
の
年
は
米
の
値
段
が
下
が

り
、
そ
れ
を
納
め
る
百
姓
は
二
重
の
苦
し
み
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
家
康
の
言
葉
と
し
て
「
郷
村
百
姓
共
を
ば
、
死
な
ぬ
よ
う
に
生
き
ぬ

様
に
と
合
点
到
し
収
納
申
付
る
様
」
と
あ
る
の
は
百
姓
は
死
な
ぬ
よ
う
、
 

生
き
ぬ
よ
う
に
年
貢
を
取
り
立
て
財
の
余
ら
ぬ
よ
う
に
と
達
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
百
姓
は
い
か
に
苛
酷
な
農
政
の
巻
き
添
え
の
上
に
立
た
さ
れ
て

い
た
か
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
 

津
軽
藩
は
藩
祖
馬
信
の
頃
は
四
万
五
千
石
で
あ
っ
た
が
、
開
墾
に
開
墾

を
重
ね
、
ま
も
な
く
十
万
石
と
な
り
宝
暦

（
一
七
五

一
）
の
代
に
は
実
質
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馴鳴ザ’ 

婆様の

教育 

四
十
万
石
と
な
り
、
文
禄
元
年
（

一
六
八
八
）
に
四
万
五
千
石
と
認
知
さ

れ
て
か
ら
六
十
三
年
で
約
九
倍
の
石
高
に
な
っ
た
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
 

藩
祖
篤
信
か
ら
十
二
代
承
昭
ま
で
の
殿
様
の
名
前
を
記
し
て
み
る
と
、
 

篤
信
、
信
枚
、
信
義
、
信
政
、
信
寿
、
信
著
、
信
寧
、
信
明
、
寧
親
、
信
順
、
 

順
承
、
承
昭
、
と
な
っ
て
い
る
が
、
名
君
も
あ
れ
ば
、
落
語
に
で
て
く
る

よ
う
な
馬
鹿
殿
様
も
あ
っ
た
。
初
代
は
ど
こ
の
藩
で
も
英
雄
豪
傑
で
す
ぐ

れ
た
武
将
で
あ
っ
て
も
何
代
目
か
に
は
お
か
し
な
殿
様
が
で
て
く
る
。
一
一

代
、
三
代
、
五
代
、
十
代
と
愚
行
を
く
り
か
え
す
、
諌
言
を
す
る
忠
臣
を

斬
っ
た
り
、
酒
乱
や
、
城
下
町
を
踊
り
浮
か
れ
て
い
た
り
、
ち
ょ
っ
と
今

で
は
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
な
行
動
の
持
主
も
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
で
も

津
軽
正
央
に
は
殿
様
の
悪
態
が
隠
蔽
さ
れ
す
べ
て
良
き
殿
様
と
し
て
記
述

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
つ
の
世
で
も
上
の
者
に
は
御
無
理
ご
も
つ
と

も
と
、
ゴ
マ
ス
リ
の
重
臣
や
、
臣
下
が
多
い
と
後
世
の
笑
い
も
の
に
な
っ

た
り
、
蔑
ま
れ
た
り
よ
く
も
転
封
や
改
易
、
取
り
潰
し
に
あ
わ
な
か
っ
た

も
の
と
思
う
。
 

宝
暦
の
頃

の
津
軽
藩

の
人
口
は
二
十
五
万
人

と
な
り
石
高
も
実

質

四
十
万
石
と
な
れ
ば

藩
財
政
も
余
裕
が
あ
り
比
較
的
安
定
の
時
期
で
も

あ
っ
た
と
思
う
。
 

四
十
万
石
の
産
出

高
で

二
十
五
万
人

の
人
口
だ
か
ら

十
五
万

石
 

（
三十
七
万
五
千
俵
）
の
輸
出
が
可
能
に
な
る
計
算
だ
が
米
を
つ
く
る
百

姓
の
暮
ら
し
の
み
じ
め
さ
は
続
く
の
で
あ
る
。
だ
が
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら

れ
る
こ
と
は
幸
せ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

宝
暦

一
〇
年
の
津
軽
藩
の
家
臣
の
奉
録
は
役
方
（
行
政
）
の
家
老
で
八
 
 

〇
〇
石
、
番
方
（
軍
事
の
城
代
家
老
で
五
〇
〇
石
、
町
奉
行
で

一
五
〇
と

そ
ん
な
に
高
い
奉
録
で
は
な
い
が
、
こ
の
頃
は
実
質
四
〇
万
石
を
越
え
て

い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
少
な
く
と
も
五
千
以
上
の
武
士
を
抱
い
て
い
た
の
だ

か
ら
、

一
人
二
〇
石
平
均
と
し
て
も
軽
く
一
〇
万
石
は
出
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
十
五
万
石
の
輸
出
を
し
て
も

一
〇
万
石
分
は
奉
録
と
し

て
消
え
、
 

津
軽
家
で
利
用
で
き
る
の
は
五
万
石
で
五
万
両
の
小
判
が
使
用
で
き
る
か

ら
遊
び
呆
け
る
殿
様
も
で
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
 

宝
暦
の
代
か
ら
天
明
の
ケ
ガ
ジ
を
経
て
 

八
二
年
後
の
天
保
（

一
八
三
三
）
四
年
か
ら

一
〇
年
ま
で
続
い
た
凶

作
に
よ
っ
て
、
ま
た
餓
死
者
三
五
、
六
「
六
人
、
他
散
四
七
、
〇
四
〇
の

人
の
八
万
余
人
で
、
ケ
ガ
ジ
に
な
れ
ば
飢
餓
街
道
に
立
た

さ
れ
る
の
は

い
つ
も
働
く
百
姓
で
豪
農
や
豪
商
、

武
士
達
は

い
つ
も
の
う
の
う
と
生

き
長
ら
え
る
制
度
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
天
明
三
年
の
他
国

行
八
万

余
と
天
保
の
四
万
七
千
は
地
理
的
に
近
く
冷
害
の
影
響
が
薄
い
秋
田
の
方

面
に
他
散
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
の
ち
に
津
軽
は
帰
っ
た
人
も
あ
ろ
う
が

大
半
の
人
は
秋
田
に
居
着
い
て
秋
田
の
地
に
骨
を
埋
め
た
で
あ
ろ
う
。
ケ

ガ
ジ
で
は
関
所
の
役
人
も
、

逃
げ
ゆ
く
人
の
数
の
多
さ
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
帰
る
時
に
な
る
と
関
所
の
機
能
は
平
常
に
回
復
し
て
い

る
の
で
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。
天
明
と
天
保
の
代
で
も
津
軽
藩
内
の
す

べ
て
の
地
域
で
文
字
通
り
の
皆
無
作
で
は
な
い
の
だ
。
な
か
に
は
反
当
り

一
斗
の
籾
や
種
籾
ぐ
ら
い
は
収
穫
で
き
た
地
区
も
あ
っ
た
の
だ
。
天
明
11
1
 

年
の
ケ
ガ
ジ
で
津
軽
藩
で
ど
れ
だ
け
の
年
貢
を
集
め
た
か
資
料
が
見
つ
か
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ら
な
い
が
二
万
石
の
八
戸
藩
で
さ
え

一
〇
〇
〇
石
の
収
納
が
あ
っ
た
く
ら

い
だ
か
ら
、
津
軽
で
は
四
十
万
石
に
た
い
し
て
、
現
在
の
西
、
北
、
五
が

真
の
皆
無
作
で
も
中
、
弘
、
南
、
黒
の
地
域
で
十
分
の
ー
ぐ
ら
い
の
収
量

は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
天
明
三
年
初
め
に
は
藩
内
の
人

口
が
二
十
五
万
人
余
で
二
十
一
万
人
が
餓
死
、
病
死
、
離
散
し
て
も
、
残

さ
れ
た
四
万
人
の
食
糧
は
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
o
平
年
の
年
で
あ
れ

ば
四
万
石
の
米
が
消
費
さ
れ
る
の
だ
が
、
ケ
ガ
ジ
の
緊
急
時
だ
か
ら
半
分

の
消
費
と
し
て
も
二
万
石
は
あ
っ
た
の
だ
。
つ
ま
り
二
万
石
の
米
を
年
貢

と
し
て
集
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
藩
の
蔵
米
は
輸
出
し
て
無
く
な
っ
て
い

た
ろ
う
が
、
豪
農
、
豪
商
は
備
蓄
米
を
保
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら

一
一
万
石
プラ
ス
？
石
で

一
年
を
越
し
た
こ
と
に
な
る
。豪
農
、
豪
商
と
云
っ

て
も
武
士
で
な
い
か
ら
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
享
保

一
一
年
（
一七
二
六
）
頃
に
は
藩
の
財
政
を
凌
ぐ
勢
い
で
藩
の
冥
加
金
や
、
 

御
用
金

一
万
両
を
割
当
ら
れ
、
難
な
く
収
め
て
い
る
の
だ
。
勇
じ
つ
め
て

考
え
れ
ば
百
姓
は
、
二
重
の
苦
し
み
を
味
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
o
 

終
り
に
農
業
に
つ
い
て
断
片
的
な
話
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
五
百

町
歩
の
水
田
で
は
経
営
上
無
理
で

一
千
町
歩
以
上
の
耕
作
で
な
け
れ
ば
難

し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
 一
方
ベ
ト
ナ
ム
で
は
貧
し
い
け
れ
ど
二
反
歩

の
水
田
を
耕
作
し
て
い
れ
ば
生
き
て
い
け
る
と
い
う
。
日
本
の
農
業
と
比

較
し
て
、
日
本
は
豊
か
で
あ
る
が
心
は
貧
し
く
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
貧
し
い

け
れ
ど
精
神
的
に
豊
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
を
示
唆
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
 

津
軽

言
葉
の

謎
 

そ
の
五
、
津
軽
語
は
、濁
音
が
多
く
使
わ
れ
、
発
音
の
区
別
が
明
確
で
な
い
o
 

津
軽
弁
は
、
一
般
に
簡
潔
を
旨
と
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
濁
音
 

が
多
く
使
わ
れ
る
柿
（
かき
）
を
「カ
ギ
」
、砂
糖
（
さと
う
）
を
「サ
ド
」
 

と
い
、つ
。
 

ま
た
、
「イ
」
と

「
エ
」
、「
シ」
と

「
ス
」
 の
発
音
の
区
別
が
明
確
で
 

な
い
。
津
軽
弁
の
中
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
、
古
語
等
混
合
さ
れ
て
い
る
か
 

ら
だ
ろ
、っ
か
。
 

し
か
し
、
我
々
津
軽
人
に
は
、
濁
音
も
発
音
も
、
何
の
違
和
感
も
不
 

信
も
感
じ
な
い
。
 

（K
)
 

小
正
月
は
地
獄
の
閣
魔
大
王
ゃ
、
赤
鬼

・
青

鬼
の
仕
事
初
め
の
日
で
、
地
獄
の
釜
の
蓋
が
開

け
ら
れ
る
日
だ
と
言
う
。
 

こ
の
日
嘉
瀬
の
妙
光
庵
で
は
、
お
掛
図
と
言

う
地
獄
極
楽
の
御
愛
陀
羅
が
開
帳
さ
れ
る
o
 

大
東
亜
戦
争
終
戦
時
ま
で
こ
の
御
憂
陀
羅
は
、
婆
様
が
孫
達
に
説
教
を

す
る
教
材
で
あ
っ
た
。
 

「悪
い
事
セ
バ
、
赤
鬼
ね
か
て
、
針
の
山
さ
追
れ
る
」
「
ウ
ソ
せ
ば
、
青

鬼
ね
か
て
、
舌
抜
が
れ
る
」
「
人殺
せ
ば
、
釜
で
煮
ら
い
る
デ
ァ
ー
」
と
、
 

婆
様
に
教
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
時
ば
か
り
は
孫
連
中

「イ
グ
ネ
ェ
事
シ
 

ネ
ェ

ー
」
と
、
一
時
的
に
素
直
に
な
っ
た
も
ん
だ
。
 

（あ
き
も
と
）
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百
姓
の
 

原
稿
書
き

逝
く
 

赤
裕
筆
 

 

昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日
か
た
り
べ

第
一
集
誌
に

「
随想
語
り
聞
き
』
の

原
稿
を
私
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
き
た

の
が
、
秋
元
惣
之
進
氏
の
原
稿
書
き

の
初
め
で
あ
っ
た
。
原
稿
を
書
き
あ

げ
る
と
、
と
に
か
く
私
の
と
こ
ろ
に

持
っ
て
き
て
「
こ
れ
だ
ばマ
イ
ネ
べ
」
 

と
。
た
し
か
に
彼
の
原
稿
は
泥
臭
い

原
稿
だ
が
、
「
百
姓の
生
活
」
を
最

後
ま
で
追
い
続
け
、
平
成
十
八
年
11
1
 

月
七
日
、
遂
に
旅
立
っ
た
。
私
は
葬

儀
壇
上
の
肖
像
写
真
に
向
っ
て
、「
原

稿
取
り
に
行
ぐ
が
ら
ナ
ァ
」
と
、
問
 

い
か
け
て
い
た
。
 

（
合
 掌
）
 

”
編
集
主
幹
 
き
の
し
た
清
一
H
 

か
た
り
べ
第
十
七
集
 

発
 
行
 
平
成
十
八
年
四
月

発
行
所
 

わ
が
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
 

（
電話
 

発
行
人
  

木
 
村
 
治
 
利
 

編
集
人
  

き
の
し
た

清
 
一
 

印
刷
所
 

朝
 
日
 
印
 
刷
 

五
所
川
原
市
鎌
谷
町
 

（電
話
三
四
ー
三
三
一
六
）
 

会
 
長

副
会
長
 

会
 
計

事
務
局

監
 
事

会
 
員
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

会
 
員

名
簿
 

木
 
村
 
治
 
利
 
（
編
集
委員
）
 

山
 
中
 
長
三
郎
  

（編
集
委
員
）
 

高
 
橋
 
健
 
一
 
（編
集
委
員
）
 

葛
 
西
 
敏
 
江
  

（編
集
委
員
）
 

小
山
内
 
ト
モ
子
 
（
編
集
委員
）
 

櫛
 
引
 
八
千
代
 
（
編
集
委員
）
 

木
 
下
 
清
 
一
 
 

（
編
集委
員
）
 

須
 
崎
 
悠
 
悦
 
（
編
集
委員
）
 

石
戸
谷
 
恵
 
子
 
（編
集
委
員
）
 

木
 
下
 
俊
 
蔵
 

逢
 
坂
 
伸
 
三
 

原
 
田
 
万
 
治

沢
 
田
 
薫

畑
 
山
 
正
 
栄

田
 
中
 
操
 

百
姓
の
 

原
稿
書
き

逝
く
 

赤
裕
筆
 

 

昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日
か
た
り
べ

第
一
集
誌
に
「
随
想
語
り
聞
き
』
の

原
稿
を
私
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
き
た

の
が
、
秋
元
惣
之
進
氏
の
原
稿
書
き

の
初
め
で
あ
っ
た
。
原
稿
を
書
き
あ

げ
る
と
、
と
に
か
く
私
の
と
こ
ろ
に

持
っ
て
き
て
「
こ
れ
だ
ばマ
イ
ネ
べ
」
 

と
。
た
し
か
に
彼
の
原
稿
は
泥
臭
い

原
稿
だ
が
、
「
百
姓の
生
活
」
を
最

後
ま
で
追
い
続
け
、
平
成
十
八
年
11
1
 

月
七
日
、
遂
に
旅
立
っ
た
。
私
は
葬

儀
壇
上
の
肖
像
写
真
に
向
っ
て
、「
原

稿
取
り
に
行
ぐ
が
ら
ナ
ァ
」
と
、
問
 

い
か
け
て
い
た
。
 

（
合
 掌
）
 

H

編
集
主
幹
 
き
の
した
清
一
u
 

発
 
行

発
行
所
 

（
電
話

発
行
人

編
集
人

印
刷
所
 

 

)
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か
た
り
べ
第
十
七
集
 

平
成
十
八
年
四
月
 

わ
が
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
 

木
 
村
 
治
 
利
 

き
の
し
た

清
 
一
 

朝
 
日
 
印
 
刷
 

五
所
川
原
市
鎌
谷
町
 

（
電
話三
四
ー
三
三

一
六
）
 

会
 
長

副
会
長
 

会
 
計

事
務
局

監
 
事

会
 
員
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

会
 
員

名
簿
 

木
 
村
 
治
 
利
 
（
編
集
委員
）
 

山
 
中
 
長
三
郎
 
（
編
集委
員
）
 

高
 
橋
 
健
 
一
 
（編
集
委
員
）
 

葛
 
西
 
敏
 
江
 
（編
集
委
員
）
 

小
山
内
 
ト
モ
子
 
（
編
集
委員
）
 

櫛
 
引
 
八
千
代
 
（
編
集
委員
）
 

木
 
下
  
清
 
一
 
（
編
集委
員
）
 

須
 
崎
 
悠
 
悦
 
（
編
集
委員
）
 

石
戸
谷
  
恵
 
子
 
（編
集
委
員
）
 

木
 
下
  
俊
 
蔵
 

逢
 
坂
  
伸
 
三
 

原
 
田
 
万
 
治

沢
 
田
 
薫
 

畑
 
山
 
正
 
栄

田
 
中
 
操
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